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教

近
時
文
運
の
費
展
に
依
っ
て
、
諸
種
の
思
想
が
千
校
高
態
の
形
式
及
び
内
容
を
以
っ
て
、
枇
命
日
の
各
方
面
に
現
れ
来

っ
た
。
是
と
同
時
仁
諸
碕
の
枇
曾
的
運
動
も
、
各
所
に
出
渡
し

τゐ
る
。
皐
と
し
て
の
世
界
も
、
無
限
な
る
人
生
の
智

的
欲
求
に
依
っ
て
、
瞬
間
の
止
み
も
な
（
、
進
展
の
歩
を
進
め
つ
＼
あ
る
o
此
同
人
類
が
山
接
間
接
に
、
享
受
し
つ
＼

あ
る
幅
一
肱
と
災
厄
と
は
、
亦
枚
皐
に
暇
な
き
有
様
で
あ
る
。
五
口
人
は
如
斯
き
文
化
の
窓
揮
を
享
け
て
、
生
存
そ
立
義
付

け
て
行
く
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
吾
人
は
、
克
に
一
層
深
き
考
察
を
枇
曾
及
び
人
類
の
上
仁
、
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

何
止
な
れ
ば
此
等
の
枇
曾
的
思
想
及
び
運
動
は
、
悉
く
唯
物
史
観
の
上
に
立
脚
せ
る
故
で
あ
る
。
吾
人
は
物
質
文
明
の

背
後
に
、
何
も
の
か
、

よ
b
巳
上
の
偉
大
な
る
も
の
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

無
論
物
質
文
明
と
離
も
、
永
い

歴
史
の
中
仁
、
高
遠
な
る
思
索
の
産
物
と
し
て
、
質
に
人
生
の
慶
一
臓
を
創
造
し
っ
、
開
展
し
来
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

其
の
思
部
や
亦
大
な
る
も
の
が
ゐ
る
。
従
っ
て
五
日
等
は
、
瞬
時
吉
雄
も
、
物
的
要
求
を
離
れ
て
、
生
存
を
認
容
さ
れ
難



き
は
、
明
白
な
事
貨
で
あ
る
。
然
し
吾
人
は
是
れ
を
以
て
、
人
生
の
総
て
な
b
z
満
足
す
る
事
は
出
来
由
。
何
と
な
れ

ぽ
、
物
質
文
化
の
み
を
以
て
人
生
々
活
の
同
浦
完
全
を
期
す
る
事
は
不
可
能
な
る
が
故
で
あ
る
o
此
に
於
て
か
吾
人
は

現
貨
と
し
て
の
世
界
に
、
精
紳
文
化
の
光
明
あ
る
事
を
認
容
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
卸
も
永
遠
な
る
歴
史
の
中
に
、
燦
欄
た

る
光
明
を
放
っ
て
、
而
も
最
高
の
偵
値
を
保
有
し
乍
ら
、
常
に
物
質
世
界
の
指
導
原
聞
と
し
て
存
在
す
る
も
の
は
、
精

神
文
化
で
あ
る
。
故
に
物
質
的
融
合
は
、
精
榊
究
明
の
偉
力
に
依
っ
て
、
常
に
静
化
せ
ら
れ
、
理
想
化
せ
ら
れ
つ
＼
ゐ

る
事
に
気
付
か
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
精
神
文
明
も
亦
た
多
和
多
様
の
形
式
、
及
び
内
容
を
持
っ
て
ゐ
る
。
帥
ち
其
の
高

遠
な
る
理
想
を
深
遠
な
る
哲
串
に
求
め
、
人
間
生
活
の
根
本
要
件
と
し
て
の
倫
聞
に
求
め
、
此
れ
を
最
高
開
想
の
表
現

と
し
℃
の
宗
教
仁
、
求
め

λ
と
す
る
あ
b
て
一
様
で
は
な
い
が
、
兎
に
角
斯
る
物
的
と
心
的
ま
の
雨
要
素
が
、
人
岡
本

京
の
欲
求
に
依
っ
て
活
動
し
、
流
特
し
来
っ
た
も
の
が
世
曾
史
の
頁
を
繰
っ
た
も
の
で
あ
る
。

如
斯

3
複
雑
多
岐
な
る
現
代
に
於
い
て
、
吾
人
は
何
慮
仁
絶
封
の
安
住
所
を
求
む
ぺ
き
か
、
其
の
騎
結
に
迷
ふ
の
で

ゐ
乙
。
一
切
の
世
界
的
民
一
衆
に
、
長
勝
の
安
全
地
帯
を
興
ふ
べ
く
、
古
来
幾
多
の
偉
人
聖
徳
が
現
れ
、
各
自
の
主
義
主

張
を
携
へ
て
、
同
断
な
く
、
五
日
等
に
警
告
を
奥
へ
、
且
寛
醒
を
促
し
米
っ
た
の
で
あ
る
。
此
問
に
在
つ
℃
、
五
口
が
青
史
が

生
ん
だ
偉
人
、
否
世
界
の
文
化
史
上
の
一
異
彩
ご
し
て
、
鎌
倉
時
代
を
震
骸
せ
し
め
た
聖
人
は
、
日
蓮
其
人
で
あ
る
。

却
も
彼
が
六
十
年
の
血
一
棋
の
生
挺
は
、
質
に
人
類
愛
の
結
品
で
あ
っ
た
。
或
る
時
は
北
海
の
弧
島
佐
渡
の
寒
闘
に
、
道

身

延

。》
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義
的
闘
家
の
ま
運
を
歎
き
‘
或
る
肘
は
伊
豆
の
伊
東
仁
「
敷
や
見
損
出
」
の
尚
文
な
議
み

．．
 
見
に
抱
ノ
口
の
刑
場
に
「
我

不
愛
身
命
但
惜
無
上
道
」
の
金
口
の
説
法
を
体
験
し
て
、
末
法
救
世
の
悌
勅
を
途
げ
、
貨
に
悲
風
惨
雨
府
暖
ま
る
暇
な

き
、
奮
闘
史
は
悉
く
五
口
々
人
類
に
劃
す
る
慶
－
臓
の
耐
b
で
あ
っ
た
。

郎
ち
五
引
等
を
し
て
、
純
滞
在
る
宗
教
的
情
操
の
試
練
の
中
に
、
信
仰
意
識
の
力
強
い
、
而
も
永
遠
的
な
白
畳
に
依
つ

て
、
現
質
生
活
の
中
を
流
る
＼
、
異
の
生
命
を
悟
ら
し
む
る
震
で
ゐ
っ
た
。

此
の
原
理
は
、
三
千
年
来
大
聖
秤
骨
骨
仁
依
っ
て
顕
一
不
せ
ら
れ
、
法
花
経
に
依
っ
て
惇
へ
ら
れ
、
墓
日
蓮
に
依
っ
て
鉢

額
せ
ら
れ
た
る
、
所
謂
人
生
其
の
も
の
、
本
然
の
債
値
へ
の
自
覚
で
有
ら
ね
ば
な
ら
ね
。
故
に
「
法
華
経
」
は
稗
骨
骨
の
中

心
思
想
を
辿
e
へ
た
、
全
人
類
へ
の
踊
一
音
書
で
あ
b
、
日
蓮
上
人
は
法
華
経
其
の
も
の
＼
活
動
体
と
し
て
、
人
類
の
生
存

競
争
棋
に
、
躍
動
せ
ら
れ
た
る
排
臨
者
で
あ
る
。
故
に
棒
隼
の
説
げ
る
永
遠
の
異
却
は
、
単
に
思
索
的
観
念
の
封
象
で

は
な
く
、
大
上
人
に
依
っ
て
詮
明
さ
れ
た
、
宗
敬
意
識
の
極
致
で
ゐ
る
。
故
に
苦
人
は
、
杢
的
生
活
と
し
て
の
人
類
枇

命
”
を
、
此
の
年
巌
な
る
信
仰
に
依
っ
て
、
統
一
し
美
化
し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。
此
の
事
者
が
畢
生
的
事
業
の
線
結
と

し
て
、
晩
年
の
身
延
山
の
生
活
が
あ
る
。

廿
有
除
年
問
、
樺
勢
の
歴
迫
と
、
重
品
目
た
る
迫
害
を
慶
し
て
絶
叫
し
績
け
た
b
一一人が、

一
朝
諒
然
と
し
℃
山
間
に
退

か
れ
、
爾
後
九
ヶ
年
間
沈
思
験
結
の
生
活
を
績
け
ら
れ
た
事
に
劃
し
て
、
吾
人
は
深
く
忠
を
致
す
ぺ
き
で
ゐ
る
。



取
引
人
の
一
代
を
過
し
て
の
主
義
は
、
立
正
安
闘
で
あ
る
o
安
岡
の
範
悶
は
、
地
問
的
の
日
本
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は

勿
論
併
…
ぃ
、
精
神
文
化
に
依
っ
て
物
質
的
世
界
を
浮
化
せ
ん
と
せ
し
も
の
が
、
所
謂
立
正
安
園
の
叫
び
で
あ
り
、
信
保

で
あ
る
。
其
の
精
神
文
化
の
根
本
道
場
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
身
延
で
あ
っ
た
。
如
斯
考
へ
来
っ
た
時
、
身
延
は
濁
り

見
入
に
取
っ
て
「
難
忘
山
で
あ
り
、
永
久
棲
神
の
山
」
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
全
人
類
の
等
し
く
渇
仰
、
し
、
昧
ふ
べ
き

聖
地
で
ゐ
る
。
「
多
く
の
月
け
を
迭
b
て
、
讃
請
し
奉
る
法
華
経
の
功
徳
は
虚
空
に
も
僚
り
ぬ
べ
し
」
u
と
言
は
れ
、
「
此

の
刷
に
臨
ま
ん
輩
は
無
始
の
罪
障
忽
ち
に
消
滅
し
、
三
業
の
惑
轄
じ
て
三
徳
を
成
守

A
Hと
も
仰
せ
ら
れ
た
が
．
雄
大

崇
高
な
る
山
河
は
自
ら
賓
相
不
滅
の
月
を
浮
べ
、
山
色
宛
然
と
し
て
久
遠
本
備
の
常
説
法
教
化
の
佳
一
音
を
停
へ
、
忠
孝

一
本
の
倫
間
的
基
調
を
示
す
事
跡
は
道
義
的
岡
家
の
建
設
そ
橡
想
し
、
悌
凡
一
如
の
紳
た
る
唱
題
の
聾
は
寓
邦
平
和
の

鍵
錦
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
買
に
霊
山
一
令
最
然
未
散
の
表
象
と
し
て
の
身
延
、
積
悪
充
満
の
現
賓
界
に
精
紳
的
王
閥

を
活
現
す
べ
き
、
最
高
至
上
の
墓
地
と
し
て
愛
す
ぺ
く
、
泌
仰
す
べ
き
山
、
形
を
去
っ
て
買
の
身
延
、
其
慮
に
単
一
者
の

御
魂
は
棲
み
、
信
仰
の
道
場
ご
し
て
、
文
化
の
中
心
と
し
℃
の
骨
さ
は
あ
る
。
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